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［住宅
じゅうたく

］ 

 内
ない

     容
よう

 改
かい

 善
ぜん

 方
ほう

 策
さく

 障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

 

１  引
ひ
っ越
こ
し先
さき
を探
さが
す支
し
援
えん
をしていて、「精 神

せいしん
障 害
しょうがい

」という言葉
ことば

が出
で
た 瞬 間
しゅんかん

に、不動産
ふどうさん

業 者
ぎょうしゃ

から 断
ことわ

られた。 

  

２  知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

がケアホーム
けあほーむ

を出
で
て１人
ひとり

暮
ぐ
らしをしようとして、

マンション
まんしょん

を探
さが
したが、多

おお
くの大

おお
家
や
に知
ち
的
てき

障
しょう

害
がい
を理
り
由
ゆう
に 入
にゅう

居
きょ

を 断
ことわ

られた。 

 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

にした 入 居
にゅうきょ

拒否
きょひ

は差別
さべつ

であり、それを禁止
きんし

する法
ほう

制度
せいど

が必 要
ひつよう

。 

知的
ちてき

 

３  アパート
あぱーと

の契 約
けいやく

時
じ
、病 気
びょうき

というだけで 断
ことわ

られる。不動
ふどう

産屋
さんや

が

家
いえ

の持
も
ち主
ぬし
に「精神科

せいしんか
病 院
びょういん

に通
かよ

っている」とあらかじめ 情 報
じょうほう

を伝
つた

える。そうすると契 約
けいやく

できるところがほとんどなくなる。 

 精 神
せいしん

（支援者
しえんしゃ

） 

４  府営
ふえい

団地
だんち

の 申
もうし

込
こ
みのため、府 庁

ふちょう

へ行
い

ったとき、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

者
しゃ

は 申 込
もうしこみ

資格
しかく

がないといわれ、「でも府営
ふえい

団地
だんち

に住
す
んでいる

精 神
せいしん

障 害
しょうがい

者
しゃ
の方
かた
もおられますよ」と言

い
ったら、「網

あみ
の目
め
かいく

ぐって入
はい
ったんかもしれへん」と言

い
われた。 

 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

者
しゃ

にも 申 込
もうしこみ

資格
しかく

を与
あた

え

てほしい。 

精 神
せいしん

 

５ 府営
ふえい

住 宅
じゅうたく

の 申
もうし

込
こ
みに関

かん
して「 身 体 上

しんたいじょう
又
また
は 精 神 上
せいしんじょう

著
いちじる

しい 障 害
しょうがい

があるために、常 時
じょうじ

の介護
かいご

を必 要
ひつよう

とする方
かた

は

事前
じぜん

に御相
ごそう

談
だん

ください」となっており、 単 身
たんしん

の 障 害 者
しょうがいしゃ

は

事 実 上
じじつじょう

申
もう
し込
こ
めない。 

 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

にした 入 居
にゅうきょ

拒否
きょひ

は差別
さべつ

であり、それを禁止
きんし

する法
ほう

制度
せいど

が必 要
ひつよう

。 

肢体
したい
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６  アパート
あぱーと

の賃
ちん

貸
たい

契
けい

約
やく
を結
むす
ぶ際
さい

に、当
とう

初
しょ
は家
や
主
ぬし
に 了
りょう

解
かい

を

もらっていたが、うつのため精 神
せいしん

科
か
に通 院
つういん

していることがわかり

「自殺
じさつ

されたら困
こま
る」ということで契 約

けいやく
を白紙
はくし

にされた。 

 精 神
せいしん

疾 患
しっかん

や 障 害
しょうがい

に 関
かん

する 情 報
じょうほう

を知
し
らない、きちんと理解

りかい
されていない。 

精 神
せいしん

（支援者
しえんしゃ

） 

７  アパート
あぱーと

を借
か
りる時

とき
に精 神
せいしん

障 害
しょうがい

であることを伝
つた

えるとこと

わられたことがある。 

 精 神
せいしん

（支援者
しえんしゃ

） 

８ 市営
しえい

住 宅
じゅうたく

になかなか入
はい
れない。 抽 選

ちゅうせん
が少
すく
ない。   

９  単 身
たんしん

の 障 害 者
しょうがいしゃ

で、親
おや

・ 兄 弟
きょうだい

など身寄
みよ

りがない場合
ばあい

、

保 証 人
ほしょうにん

が得
え
られず賃 貸

ちんたい
契 約
けいやく

ができない。 

  

10 アパート
あぱーと

を借
か
りるときに 病 名

びょうめい
を聞
き
かれる。   

11  借 家
しゃくや

を 断
ことわ

られた。不動
ふどう

産屋
さんや

さんに 紹 介
しょうかい

されて尋
たず

ねていっ

たのに、「もう決
き
まった」とか「火

ひ
を使
つか

うからダメ
だめ

」とか、１日
にち

10件
けん

が

最 高
さいこう

記録
きろく

。 

  

12  精 神
せいしん

の病 気
びょうき

であるため、アパート
あぱーと

の賃 貸
ちんたい

を 断
ことわ

られたことを

数多く
かずおおく

体 験
たいけん

した。 

 精 神
せいしん

（支援者
しえんしゃ

） 

13  民 間
みんかん

の 障 害 者
しょうがいしゃ

住 宅
じゅうたく

があっても…。   

14  民 間
みんかん

アパート
あぱーと

の賃 貸
ちんたい

契 約 書
けいやくしょ

に以下
いか

の表 記
ひょうき

があった。「乙
おつ

又
また

は 入 居 者
にゅうきょしゃ

が覚 醒 剤
かくせいざい

使用
しよう

・ 暴 行
ぼうこう

・ 傷 害
しょうがい

・窃 盗
せっとう

・

脅 迫
きょうはく

・酒 乱
しゅらん

・精 神
せいしん

障 害
しょうがい

等
とう

により、本 物 件
ほんぶっけん

及
およ
びその他

ほか

 精 神
せいしん

 

（社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

職 員
しょくいん

）  
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のいかなる場所
ばしょ

においても警 察
けいさつ

の 介 入
かいにゅう

を 生
しょう

じさせた場合
ばあい

は、

甲
こう

は乙
おつ

に対
たい

し、本 契 約
ほんけいやく

を即時
そくじ

解 約
かいやく

できるものとし、乙
おつ

はこ

れに対
たい
して異

い
議
ぎ
・損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

等
とう

を申
もう
し出
で
ないものとする。」 

15  父 親
ちちおや

を亡
な

くして、住
す
んでいた公

こう
団
だん

の家
や
賃
ちん

が高
たか

くアパート
あぱーと

、

マンション
まんしょん

をさがしに不
ふ
動 産
どうさん

へ行
い
き、知的

ちてき
障 害
しょうがい

をもった子
こ
と住
す
む

と言
い
ったら、家賃

やちん
が払
はら
えるかと言

い
われショック

しょっく
を受
う
けた。 

 商 売
しょうばい

をしているのなら、もっと

障 害 者
しょうがいしゃ

の事
こと
を知
し
ってほしい。 

知的
ちてき

（家族
かぞく

） 

16  地域
ちいき

で生 活
せいかつ

しようと思
おも
い、 住 居

じゅうきょ
を探
さが
していて大家

おおや
さんから

「何
なに

かあったときに困
こま
るので」と 入 居

にゅうきょ
を拒否
きょひ

された。 

 

 

 

17 アパート
あぱーと

の大家
おおや

に何
なん

で 障 害
しょうがい

者
しゃ

が普通
ふつう

のアパート
あぱーと

に住
す
むのかと

いわれた。ちゃんと家賃
やちん

払
はら
ってたのに。 

  

18 ろう者
しゃ

男 性
だんせい

が京 都
きょうと

にこした時
とき

、アパート
あ ぱ ー と

を 断
ことわ

られた。  聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

19 マンション
まんしょん

掲示板
けいじばん

に管理
かんり

組 合
くみあい

の理事長
りじちょう

が「自分
じぶん

一人
ひとり

では何
なに

も判 断
はんだん

できない 障 害 者
しょうがいしゃ

がたった一人
ひとり

で住
す
んでいます」等 々

とうとう
の

ポスター
ぽすたー

を掲示
けいじ

。管理
かんり

組 合
くみあい

の総 会
そうかい

に市
し
職 員
しょくいん

や 障
しょう

がい者
しゃ

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

センター
せんたー

の 相 談 員
そうだんいん

が 出 席
しゅっせき

して 本 人
ほんにん

の

生 活
せいかつ

状 況
じょうきょう

を説 明
せつめい

するように求
もと
めてきた。 

 理 事 長 宛
りじちょうあて

に 公 開
こうかい

質 問 状
しつもんじょう

を送付
そうふ

。

住 民
じゅうみん

全 員
ぜんいん

に生 活
せいかつ

状 況
じょうきょう

を伝
つた

えるの

はプライバシー
ぷらいばしー

の侵
しん

害
がい
に当
あ
たる。 

精 神
せいしん

（支援者
しえんしゃ

）  

20 ベランダ
べらんだ

のドア
どあ

の開
あ
け閉
し
めがうるさいといって、怒

おこ
られた。 障 害

しょうがい
  精 神

せいしん
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者
しゃ

といって健
けん

常 者
じょうしゃ

にうるさくいわれる。 

21 10室
しつ
ほどのアパート

あぱーと
で盗 難
とうなん

事件
じけん

があった時
とき
に、家主

やぬし
から精 神

せいしん

障 害
しょうがい

者
しゃ
が真
ま
っ先
さき
に 疑
うたが

われた。 

  

22 アパート
あぱーと

に住
す
んでいるとき 周

しゅう
辺
へん

の 住
じゅう

人
にん

から 障 害
しょうがい

者
しゃ

は

火事
かじ

を起
お
こすといわれた。 

  

23 「退
たい

院
いん

したい、自
じ
宅
たく

に帰
かえ

りたい」という本 人
ほんにん

の希望
きぼう

があるに

もかかわらず、自宅
じたく

近 所
きんじょ

の方
かた
は「帰

かえ
ってきてほしくない」という意

い

見
けん

。自
じ
宅
たく
に帰
かえ
る権
けん
利
り
は本
ほん

人
にん
にあるはずだが……。  

  

 


